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令和3年／２０２１年

いまや春の親里は�桜の名所�。なかでも３本のしだれ桜は、その大きさといい姿形といい、
いざな しか

見事のひと言に尽きる。真に良きものは心を誘う。人も然り。桜を仰ぎながら、「なるほど
おも

の人」という言葉を想う。 （この写真をプレゼントします。詳細は５面広告欄で）
桜を仰ぎ想う

今年の親里のサクラが
動画で見られます

き
の
う

４
月
で
す
。
新
し
い
年
度
の
始
ま
り
で
す
。
昨
日
ま
で
の
自
分
に
別

と
き

れ
を
告
げ
、
新
し
い
自
分
の
可
能
性
を
見
つ
け
る
季
で
す
。

あ
ま
た

今
年
も
日
本
中
で
た
く
さ
ん
の
子
供
が
新
１
年
生
に
な
り
、
数
多
の

学
生
が
新
社
会
人
と
し
て
羽
ば
た
い
て
い
き
ま
し
た
。
長
年
勤
め
て
い

た
会
社
を
定
年
退
職
し
、
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す
人
も
い
る
で
し
ょ

う
。『
天
理
時
報
』
も
、
こ
の
４
月
か
ら
タ
ブ
ロ
イ
ド
判
に
な
り
ま
す
。

＊

た
す

４
月
の
出
来
事
を
記
し
た
教
祖
の
逸
話
の
一
つ
に
「
四
二

人
を
救

す
が
は
ま

け
た
ら
」
が
あ
り
ま
す
。
明
治
８
年
４
月
に
、
福
井
県
山
東
村
菅
浜
の

え
の
も
と

榎
本
栄
治
郎
と
い
う
人
が
、
教
祖
か
ら
お
言
葉
を
い
た
だ
く
エ
ピ
ソ
ー

ド
で
す
。

へ
い

ゆ

娘
の
病
の
平
癒
を
祈
っ
て
西
国
巡
礼
を
し
て
い
た
栄
治
郎
は
、
茶
店

い
き
が
み
さ
ま

の
老
婆
か
ら
「
庄
屋
敷
村
に
は
生
神
様
が
ご
ざ
る
」
と
聞
い
て
お
屋
敷

を
訪
れ
、
教
祖
か
ら
、

は

こ

ご
と

は
い

「
早
よ
う
お
か
え
り
。
か
え
っ
た
ら
、
村
の
中
、
戸
毎
に
入
り
込
ん
で
、

四
十
二
人
の
人
を
救
け
る
の
や
で
。
な
む
て
ん
り
わ
う
の
み
こ
と
、
と

ま

唱
え
て
、
手
を
合
わ
せ
て
神
さ
ん
を
し
っ
か
り
拝
ん
で
廻
わ
る
の
や
で
。

わ

人
を
救
け
た
ら
我
が
身
が
救
か
る
の
や
」

と
い
う
お
言
葉
を
い
た
だ
い
て
村
中
の
家
を
回
り
、
４２
人
の
平
癒
を
拝

み
続
け
ま
す
。
す
る
と
不
思
議
に
も
、
娘
は
す
っ
か
り
全
快
の
ご
守
護

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

＊

４２
人
の
平
癒
を
祈
る

。
決
し
て
不
可
能
な
人
数
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
は
た
し
て
自
分
に
実
行
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。
私
は
か
つ
て
、

こ
の
地
を
訪
れ
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
と
き
、
実
際
に
地
域
を
歩
い
て

「
村
の
中
、
戸
毎
に
入
り
込
」
む
と
い
う
逸
話
の
一
節
に
つ
い
て
考
え

ま
し
た
。
４２
人
の
家
を
訪
問
す
る
だ
け
で
も
途
中
で
心
が
折
れ
そ
う
で

す
。
そ
れ
に
、
一
人
に
声
を
か
け
る
こ
と
さ
え
容
易
で
な
い
こ
と
は
、

し

身
に
染
み
て
分
か
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
人
の
行
動
の
原
動
力
は
、
い
っ

た
い
何
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

＊

教
祖
か
ら
お
言
葉
を
い
た
だ
い
た
栄
治
郎
は
、
ま
だ
娘
の
病
は
平
癒

し
ゅ
っ
た
つ

し
て
い
な
い
の
に
、「
心
も
は
れ
ば
れ
と
し
て
」
出
立
し
た
そ
う
で
す
。

こ
の
と
き
彼
の
心
を
満
た
し
て
い
た
の
は
、
「
人
を
救
け
た
ら
我
が
身

が
救
か
る
」
と
い
う
希
望
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

私
は
こ
の
出
立
の
描
写
が
、
と
て
も
好
き
で
す
。
新
し
い
旅
立
ち
を

可
能
に
す
る
の
は
、
や
は
り
�
希
望
の
力
�
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

■

文
�
岡
田
正
彦
天
理
大
学
宗
教
学
科
教
授

�
希
望
の
力
�で
旅
立
つ
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宗
教
法
人
天
理
教
教
会
本
部

責
任
役
員

宮
森
与
一
郎
（
代
表
役
員
）
、
増
井

幾
博
、
増
野
正
俊
、
西
浦
忠
一
、
井

筒
梅
夫
、
永
尾
洋
夫
、
木
村
成
人

宗
教
法
人
天
理
教

責
任
役
員

中
田
善
亮
（
代
表
役
員
）
、
前
川
治

夫
、
仲
野
芳
行
、
今
村
英
一
、
田
中

善
吉
、
松
村
義
司
、
鹿
尾
辰
文
、
松

村
登
美
和
、
山
本
道
朗
、
板
倉
知
幸
、

松
田
理
治

常

詰

前
川
治
夫
、
高
橋
道
一
、
仲
野
芳
行
、

西
浦
忠
一
、
久
保
善
平
、
今
村
英
一
、

田
中
善
吉
、
松
村
義
司
、
鹿
尾
辰
文
、

松
村
登
美
和
、
山
本
道
朗
、
板
倉
知

幸
、
山
本
忠
治
、
松
田
理
治
、
永
尾

比
奈
夫
、
梅
谷
大
一

本

部

人

事

真
柱
室
長

中
山

治
信

６１
歳

教
義
及
史
料
集
成
部
主
任

山
澤

廣
昭

７１
歳

内
統
領
室
長
・
お
や
さ
と
や
か
た
管

理
室
長（
兼
）

西
浦

忠
一

６０
歳

祭
事
室
長

木
村

成
人

６５
歳

御
用
方
室
長

増
井

幾
博

７０
歳

教
養
室
長

永
尾

洋
夫

５９
歳

会
計
室
長

増
野

正
俊

６３
歳

保
安
室
長

井
筒

梅
夫

６１
歳

教

庁

人

事

表
統
領
室
長

仲
野

芳
行

６１
歳

総
務
部
長

鹿
尾

辰
文

５６
歳

教
務
部
長

山
本

忠
治

５４
歳

布
教
部
長

松
村

登
美
和

５６
歳

海
外
部
長

松
田

理
治

５１
歳

道
友
社
長

松
村

義
司

５７
歳

信
者
部
長

山
本

道
朗

５７
歳

輸
送
部
長

板
倉

知
幸

５５
歳

経
理
部
長

田
中

善
吉

５８
歳

管
財
部
長

前
川

治
夫

６１
歳

営
繕
部
長

今
村

英
一

６０
歳

※
経
歴
の
詳
細
は
『
み
ち
の
と
も
』
に

本
部
人
事

真
柱
室
玄
関
掛
主
任

坂
本
周
一

教
義
及
史
料
集
成
部
史
料
掛
主
任

諸
井
博
和

内
統
領
室
次
長
・
同
詰
所
掛
主
任（
兼
）

井
上
護
夫

内
統
領
室
次
長
・
同
修
練
掛
主
任（
兼
）

田
中
勇
文

祭
事
室
神
殿
掛
主
任

山
本
利
彦

祭
事
室
教
祖
殿
掛
主
任

上
田
嘉
世

祭
事
室
祖
霊
殿
掛
主
任

村
田
長
一
郎

祭
事
室
神
饌
掛
主
任

植
田
慶
太
郎

御
用
方
室
別
席
掛
主
任

前
川
喜
太
郎

御
用
方
室
お
た
す
け
掛
主
任中

山
慶
純

お
や
さ
と
や
か
た
管
理
室
管
理
掛
主
任

飯
降

信

教
養
室
修
養
科
掛
主
任（
兼
）

教
養
室
次
長

�
井
久
太
郎

教
養
室
講
習
会
掛
主
任

飯
降
好
助

保
安
室
境
内
掛
主
任

鈴
木

洋

保
安
室
消
防
掛
主
任

橋
本
弘
和

※
右
記
以
外
の
次
長
・
掛
主
任
は
留
任

立
教
１８４
年
３
月
２７
日

教
庁
人
事

表
統
領
室
調
査
情
報
課
長

浅
田
悟
朗

総
務
部
総
務
課
長

橋
本
広
満

総
務
部
渉
外
広
報
課
長

安
野
素
彦

教
務
部
教
務
課
長

�
川
万
寿
信

教
務
部
宗
教
法
人
課
長

清
水
国
朝

布
教
部
次
長
・
同
布
教
一
課
長（
兼
）

土
佐
剛
直

布
教
部
庶
務
課
長

橋
本
武
長

布
教
部
布
教
二
課
長

冨
松
基
成

布
教
部
社
会
福
祉
課
長

村
田
幸
喜

布
教
部
基
礎
育
成
課
長（
兼
）

布
教
部
長

松
村
登
美
和

海
外
部
次
長

中
田

晃

海
外
部
庶
務
課
長

橋
本

毅

海
外
部
北
米
・
オ
セ
ア
ニ
ア
課
長

加
見
英
樹

海
外
部
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ア
フ
リ
カ
課
長

清
瀬
理
弘

海
外
部
翻
訳
課
長

中
山
正
直

道
友
社
次
長
・
同
編
集
出
版
課
長（
兼
）

諸
井
道
隆

輸
送
部
輸
送
一
課
長

土
佐
忠
徳

輸
送
部
輸
送
二
課
長

村
田
裕
亮

経
理
部
支
出
課
長

増
田
孝
司

管
財
部
管
財
二
課
長

宇
野
長
生

営
繕
部
次
長
・
同
営
繕
課
長（
兼
）

増
野
正
志

営
繕
部
電
気
課
長

紺
谷
清
春

※
右
記
以
外
の
次
長
・
課
長
は
留
任

立
教
１８４
年
３
月
２７
日

両統領 再任新

人

事

発

令

３
月
２６
日
、
本
部
月
次
祭
祭
典
後
の
お
運
び
で
、
内
統
領
に
宮
森
与
一
郎
本
部
員
（
６４
歳
）

ぜ
ん
す
け

が
、
表
統
領
に
中
田
善
亮
本
部
員
（
５９
歳
）
が
そ
れ
ぞ
れ
お
許
し
を
頂
き
、
両
統
領
が
再
任
さ

れ
た
。
宮
森
内
統
領
は
２
期
目
、
中
田
表
統
領
は
３
期
目
。
ま
た
、
２７
日
に
は
教
会
本
部
お
よ

び
教
庁
の
責
任
役
員
・
常
詰
の
任
命
、
室
長
・
主
任
・
部
長
の
指
名
が
発
令
さ
れ
た
ほ
か
、
新

た
に
掛
主
任
・
課
長
の
人
事
も
発
表
さ
れ
た
。

内統領表統領
宮森与一郎本部員中田善亮本部員

【宮森内統領略歴】
昭和３１年７月３１日生まれ。平

成元年青年会本部副委員長。６
年本部直属明拝分教会長。８年
別席取次人。１８年本部員、常詰、
海外部長。２１年宗教法人天理教
責任役員。２８年宗教法人天理教
教会本部責任役員、内統領室長。
３０年内統領、宗教法人天理教教
会本部代表役員。

【中田表統領略歴】
昭和３７年３月５日生まれ。平
成７年青年会本部委員長。１２年
別席取次人。１３年本部直属鮮京
分教会長。１８年本部員。２１年宗
教法人天理教責任役員、常詰、
教化育成部長。２２年おやさと委
員会委員長。２４年布教部長。２７
年表統領、宗教法人天理教代表
役員。

教
会
本
部
教
祖
誕
生
祭
の
参
拝
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
対
策
と
し
て
、
教
会
本
部
の

教
祖
誕
生
祭
に
は
、
よ
う
ぼ
く
・
信
者
の
皆
様
の
参
拝
を
お
控
え
い
た
だ

よ
う
は
い

き
、
各
教
会
・
布
教
所
、
自
宅
な
ど
か
ら
遥
拝
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

立
教
１８４
年
３
月
３１
日

天
理
教
教
会
本
部

人
が
め�

ど�

か
、
神
が
め�

ど�

か
。
神
さ
ん
め�

ど�

や
で
。

『
稿
本
天
理
教
教
祖
伝
逸
話
篇
』
１２３
「
人
が
め�

ど�

か
」

お
や
の
こ
と
ば

お
ぢ
ば
周
辺
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
は
、
い
ま

が
見
ご
ろ
。
う
ら
ら
か
な
春
の
日
差
し
に
満

開
の
淡
い
ピ
ン
ク
の
花
び
ら
が
映
え
、
心
を

和
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
な
か
４
月

を
迎
え
、
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

高
校
や
大
学
を
卒
業
し
た
人
は
、
新
社
会

人
と
し
て
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ
踏
み
出
し
ま

す
。
ま
た
、
会
社
で
働
く
人
、
あ
る
い
は
教

会
本
部
や
大
教
会
な
ど
で
御
用
に
携
わ
る
人

に
と
っ
て
も
、
人
事
異
動
や
新
た
な
環
境
に

身
を
置
い
て
の
再
ス
タ
ー
ト
を
切
る
時
期
で

も
あ
り
ま
す
。

異
動
の
辞
令
が
下
っ
た
当
事
者
の
中
に
は

へ
き
れ
き

ま
さ
に
青
天
の
霹
靂
と
ば
か
り
に
、
「
な
ぜ
、

ど
う
し
て
？
」
と
喜
べ
な
い
人
も
い
る
で
し

ょ
う
。

一
方
、
異
動
は
な
か
っ
た
も

の
の
、
新
し
い
上
司
や
先
輩
が

配
属
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
と
異
な

る
物
事
の
進
め
方
に
戸
惑
い
、

ス
ト
レ
ス
を
感
じ
た
り
、
不
平

不
満
を
口
に
し
た
り
す
る
人
も

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

・
・

・
・

・

「
人
が
め
ど
か
、
神
が
め
ど
か
。
神
さ
ん
め

・ど
や
で
」

私
た
ち
は
、
つ
い
周
り
の
人
の
言
葉
づ
か

い
や
態
度
に
振
り
回
さ
れ
た
り
、
良
く
見
ら

れ
た
い
と
人
目
を
気
に
し
た
り
す
る
傾
向
に

あ
り
ま
す
が
、
道
の
信
仰
者
と
し
て
生
き
て

い
く
う
え
で
指
針
と
す
べ
き
は
、
親
神
様
の

教
え
で
す
。
親
神
様
の
望
ま
れ
る
陽
気
ぐ
ら

し
の
た
め
に
は
、
ど
う
す
べ
き
な
の
か
を
常

に
思
案
し
、
た
ん
の
う
の
心
を
治
め
て
、
周

り
の
人
に
少
し
で
も
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
よ

う
努
め
た
い
も
の
で
す
。

こ

よ
い

今
宵
は
妻
と
共
に
、
夜
桜
を
見
に
出
か
け

よ
う
と
思
い
ま
す
。

（
あ
）

（２）立教１８４年（令和３年／２０２１年） ４月４日第３種郵便物認可 週刊（日曜日発行）



陽
気ぐ
らしのヒント

春
の
陽
気
満
ち
る
な
か

教
会
本
部
の
３
月
月
次
祭
は
２６
日
、
中
山

だ
い
す
け

大
亮
様
祭
主
の
も
と
、
本
部
神
殿
で
執
り
行

わ
れ
た
。

大
亮
様
は
祭
文
の
中
で
、
た
す
け
一
条
の

道
を
付
け
て
、
陽
気
ぐ
ら
し
へ
と
お
連
れ
通

り
く
だ
さ
る
親
神
様
の
ご
慈
愛
に
御
礼
申
し

上
げ
た
う
え
で
、
「
私
ど
も
一
同
は
、
世
界

一
れ
つ
の
陽
気
ぐ
ら
し
を
目
指
す
よ
う
ぼ
く

の
使
命
を
胸
に
、日
々
心
の
ほ
こ
り
を
払
い
、

心
澄
み
き
る
努
力
を
重
ね
、
一
人
で
も
多
く

の
人
々
に
教
え
を
伝
え
広
め
さ
せ
て
い
た
だ

く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
」
と
奏
上
さ
れ
た
。

こ
の
後
、
か
ぐ
ら
・
て
を
ど
り
が
陽
気
に

勤
め
ら
れ
た
。

前
日
の
雨
か
ら
一
転
し
て
、
雲
一
つ
な
い

青
空
が
広
が
っ
た
こ
の
日
。
神
苑
周
辺
の
サ

ク
ラ
も
見
ご
ろ
を
迎
え
、
春
の
陽
気
に
満
ち

る
な
か
、
参
拝
者
は
一
心
に
「
み
か
ぐ
ら
う

た
」
を
唱
和
し
た
。

お
つ
と
め
の
後
、
安
野
嘉
彦
本
部
員
が
神

殿
講
話
に
立
っ
た
。

安
野
本
部
員
は

講
話
の
中
で
、
先

人
の
道
の
歩
み
な

ど
を
振
り
返
っ
た

う
え
で
、
「
素
直

が
第
一
で
あ
る
」

と
強
調
。
身
上
・

事
情
に
行
き
詰
ま

っ
て
教
会
を
訪
れ

る
人
は
、
道
の
信

仰
者
の
生
き
方
に

そ
の
救
い
を
求
め

て
い
る
と
し
て
、
「
親
神
様
の
ご
存
在
と
教

祖
存
命
の
理
を
心
底
信
じ
き
り
、
日
々
心
を

尽
く
す
信
仰
者
と
し
て
の
生
き
方
が
、
人
々

や
み

の
心
を
開
き
、
心
の
闇
を
明
る
く
照
ら
す
の

だ
と
思
う
」
と
語
っ
た
。

◇

翌
２７
日
に
は
、
大
亮
様
祭
主
の
も
と
、
春

季
霊
祭
が
執
り
行
わ
れ
た
。

神
殿
で
は
、
祭
文
奏
上
に
続
い
て
、
「
よ

ろ
づ
よ
八
首
」
と
十
二
下
り
の
て
を
ど
り
が

勤
め
ら
れ
た
。

続
く
「
祖
霊
殿
の
儀
」
で
は
、
大
亮
様
が

祭
文
を
奏
上
。
ご
恩
報
じ
の
心
で
道
の
う
え

に
伏
せ
込
ま
れ
た
先
人
た
ち
の
遺
徳
を
た
た

み
た
ま

え
た
う
え
で
、
「
霊
様
方
に
は
一
同
の
心
を

お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
ま
し
て
、
た
す
け
一

ひ
ら

条
の
道
が
さ
ら
に
伸
び
拓
け
て
い
き
ま
す
よ

う
」
と
願
わ
れ
た
。

今
号
か
ら
『
天
理
時
報
』
の
形

も
内
容
も
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。

内
容
面
で
は
、
よ
う
ぼ
く
・
信

者
が
信
仰
心
を
養
っ
た
り
、
道
の

仲
間
の
活
躍
を
知
っ
た
り
す
る
読

み
物
と
し
て
の
色
合
い
が
濃
く
な

る
。
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
、
旬
々

の
�
お
ぢ
ば
の
声
�
を
届
け
る
こ

と
に
変
わ
り
は
な
い
が
、
行
事
や

活
動
な
ど
の
詳
し
い
情
報
は
、
天

理
教
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
や
『
み
ち

の
と
も
』
誌
上
で
見
ら
れ
る
。

教
会
で
も
、
会
長
の
考
え
や
教

会
の
動
き
を
記
し
た
教
会
報
を
発

行
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
多
い
。
普

段
は
顔
を
合
わ
せ
な
い
信
者
さ
ん

に
も
送
る
な
ど
し
て
、
心
を
つ
な

ぐ
手
だ
て
と
し
て
い
る
。
書
か
れ

て
い
る
文
章
に
は
会
長
や
執
筆
者

ぬ
く

の
人
間
性
や
信
仰
の
温
も
り
が
表

れ
て
い
て
、
情
報
を
知
る
と
い
う

よ
り
�
人
を
知
る
�
面
も
あ
っ
て
、

読
む
と
楽
し
く
な
る
。

一
方
、
時
報
は
教
内
全
体
の
機

関
紙
で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
親
神

お
ぼ
し
め
し

様
の
思
召
や
教
祖
の
温
も
り
を
感

じ
、
信
仰
を
共
に
す
る
教
友
の
思

い
や
人
間
性
に
ふ
れ
る
こ
と
で
、

勇
み
や
励
み
が
得
ら
れ
れ
ば
、
読

み
応
え
に
も
つ
な
が
る
だ
ろ
う
。

紙
面
の
判
型
は
従
来
の
半
分
の

大
き
さ
（
タ
ブ
ロ
イ
ド
判
）
に
な

る
が
、
そ
の
分
、
一
つ
ひ
と
つ
の

記
事
が
際
立
ち
、
読
み
や
す
く
な

る
。と

こ
ろ
で
、
タ
ブ
ロ
イ
ド
の
語

義
に
は
「
小
型
。
要
約
、
圧
縮
し

た
」
の
意
味
が
あ
る
。
そ
の
名
を

取
っ
た
小
型
新
聞
の
発
生
は
２０
世

紀
初
頭
の
イ
ギ
リ
ス
に
あ
り
、
ま

ず
大
衆
紙
が
導
入
し
た
。
近
年
に

な
っ
て
同
国
の
「
タ
イ
ム
ズ
」
紙

な
ど
の
高
級
紙
も
積
極
的
に
採
用

し
て
い
る
。

い
つ
で
も
目
に
入
り
、
手
が
届

く
生
活
の
場
に
、
教
え
の
息
吹
に

ふ
れ
て
信
仰
心
を
呼
び
覚
ま
す
読

み
物
が
あ
る
環
境
は
大
切
だ
。

新
し
い
『
天
理
時
報
』
は
、
紙

面
が
読
み
や
す
く
な
る
と
と
も
に
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
で
も
閲
覧
す
る
こ
と
が

で
き
、
利
用
手
段
と
範
囲
が
よ
り

広
が
っ
た
。

こ
の
機
会
に
、
あ
ら
た
め
て
家

族
や
知
人
ら
へ
の
�
つ
な
ぎ
�
と

し
て
大
い
に
活
用
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

（
村
）

新
し
い
時
報
を�
つ
な
ぎ
�に

３
月
月
次
祭

３月月次祭は、直属教会長や教区長のほか、
各地の教会の代表者が昇殿して厳かに勤めら
れた （３月２６日）

新

任

中
根
大
教
会
長
に

日
�
彰
氏

本
愛
大
教
会
長
に

安
藤
�
人
氏

３
月
２６
日
の
お
運
び
で
、
中
根
大
教
会

（
栃
木
県
小
山
市
）
の
７
代
会
長
に
日
�

あ
き
ら
彰
氏
（
７３
歳
）
、
本
愛
大
教
会
（
名
古
屋

よ
し
ひ
と

市
）
の
６
代
会
長
に
安
藤
�
人
氏（
３７
歳
）

が
、
そ
れ
ぞ
れ
お
許
し
を
頂
い
た
。

【日�氏略歴】
昭和２２年８月１４日生まれ。

５９年青年会中根分会委員長。
平成元年赤見分教会長。２８年
中根大教会役員、本部詰員。
就任奉告祭は５月１６日。

【安藤氏略歴】
昭和５８年１２月２５日生まれ。
平成２０年青年会本愛分会委員
長。２１年本部青年。２８年青年
会本部委員長。
就任奉告祭は６月２０日。

マスクを着けない人にイライラ 磐城平大教会長
福島教区長回答者 平澤 勇一

A 現在のコロナ禍に限らず、

いつの世もエチケットやマ

ナー、ルールを守らない人はいる

ものです。あなたのようにきちん

としている人から見れば、イライ
うなず

ラが募るのも頷けます。

しかしイライラしているだけで

は、陽気ぐらしの生き方はできま
た

せん。ストレスが溜まると、あな

たの身に悪影響を及ぼします。イ

ライラは「はらだち」につながり

ます。世の中は「十人十色」。さ

まざまな人がいて当たり前だと、

寛容な心を持てるといいですね。

人の行動を見てイライラしそう

になったとき、「あの人は注意を

受けるかもしれないな。かわいそ

うだ」などと気持ちを入れ替える

ことでイライラを軽減できます。

また、「アンガーマネジメント」

という怒りを抑える心理トレーニ

ングも参考になります。怒りの感
わ

情が湧き上がったときは、「深呼

吸する」「６秒間数える」などが

有効です。

何より信仰者としては、心を込

めておつとめを日々勤めることが

大切です。おつとめは命の切り替

えをする�たすけの手だて�です。
また、よろづたすけを願うのもお

つとめです。生かされている喜び

に感謝し、一日も早くコロナ禍が

終息するように願いを込めておつ
あ

とめを勤めてください。悪しき心

も払われて、親神様・教祖が良い

方向へ導いてくださいます。

最近、マス

クを着けずに

外出している人を見

かけると、「どうし

て着けないのか」と疑問を感じ、イライ

ラします。感染症を予防するためなら、

少しくらいの不便は我慢できると思いま

す。どうすれば、イライラせずに過ごせ

るでしょうか。 （４０代女性）

Q

身上・事情などに関する悩みをお寄せください。
個人情報は厳守いたします。
●〒６３２‐８６８６ 天理郵便局私書箱３０号 天理時報「人生相談」係
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河内から大和方面を望む。河内で布教していたころ、重病

人が与わると、おぢば帰りを心定めして歩いた。毎月おぢ
は だ し

ばで買い求める「はま下駄」はひと月もたず、裸足で歩く

りんの足の裏は石のように硬くなっていたという

世
界
一
れ
つ
を
た
す
け
た
い
。
こ
の
親
な
る
神
様

お
や
さ
ま

の
お
心
を
、
教
祖
は
、
私
た
ち
人
間
に
分
か
る
よ
う

に
お
示
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

そ
の
教
祖
に
導
か
れ
た
先
人
は
、
真
に「
生
き
る
」

と
い
う
こ
と
に
目
覚
め
て
、
こ
の
道
を
歩
ま
れ
ま
し

た
。こ

ん
に
ち
、
世
界
に
は
困
難
な
問
題
が
山
積
み
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
人
間
社
会
に
お
け
る
利
権
な
ど
が

し
ょ
ほ
う
せ
ん

複
雑
に
か
ら
み
、
問
題
の
解
決
に
い
た
る
処
方
箋
は

簡
単
に
は
み
つ
か
り
ま
せ
ん
。
い
ち
め
い
い
ち
に
ん

け
れ
ど
も
教
祖
は
、
ま
ず
は
一
名
一
人
、
す
な
わ

ち
、
私
と
い
う
一
人
が
誠
の
心
で
教
祖
の
「
ひ
な
が

た
ど

た
」
を
辿
ら
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
、
真
の
平
和
世

界
へ
い
た
る
道
で
あ
る
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

教
祖
は
「
月
日
の
や
し
ろ
」
と
し
て
、
口
に
筆
に

親
神
様
の
教
え
を
説
き
記
さ
れ
、
そ
し
て
「
ひ
な
が

た
の
親
」
と
し
て
陽
気
ぐ
ら
し
の
「
ひ
な
が
た
」
を

示
し
、
み
ず
か
ら
先
頭
き
っ
て
お
通
り
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

そ
の
教
祖
「
ひ
な
が
た
」
は
、
『
稿
本
天
理
教
教

祖
伝
』
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
す
。
も
う
少
し
具

体
的
に
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
と
、
教
祖
に
導

か
れ
た
道
の
先
人
の
姿
を
と
お
し
て
、
学
ば
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
特
に
、
こ
の
道
の
信
心
に
生

き
た
女
性
を
取
り
あ
げ
、
教
祖
「
ひ
な
が
た
」
と
の

接
点
を
求
め
た
い
と
お
も
い
ま
す
。

＊

教
祖
が
身
を
も
っ
て
通
ら
れ
た
幕
末
か
ら
明
治
と

い
う
時
代
に
お
い
て
、
当
時
の
社
会
的
な
制
約
の
も

と
に
生
き
る
と
い
う
側
面
が
、
特
に
女
性
に
は
顕
著

で
す
。

そ
の
中
に
あ
っ
て
、
教
祖
は
、
当
時
、
大
切
と
さ

れ
た
家
柄
や
財
産
と
い
う
形
あ
る
も
の
に
よ
っ
て
で

し

だ
い

は
な
く
、
一
名
一
人
の
心
次
第
、
そ
の
心
通
り
に
ご

守
護
を
い
た
だ
く
道
を
お
示
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

先
人
は
、
手
足
を
縛
る
縄
が
解
か
れ
る
よ
う
な
、

も
や靄
が
晴
れ
て
青
空
が
ひ
ろ
が
る
よ
う
な
感
激
を
も
っ

て
、
そ
の
教
え
を
受
け
と
め
た
の
で
は
な
い
か
と
お

も
う
の
で
す
。

「
真
っ
暗
闇
の
世
界
」
か
ら

増
井
り
ん
（
１
８
４
３
〜
１
９
３
９
年
）
と
い
う

先
人
は
、
明
治
７
（
１
８
７
４
）
年
に
こ
の
道
に
手

引
か
れ
ま
し
た
。

な
か
か
わ
ち

お
お
が
た

大
阪
府
中
河
内
郡
大
県
（
現
、
大
阪
府
柏
原
市
大

県
）
に
生
ま
れ
、
家
柄
も
財
産
も
あ
る
豊
か
な
家
の

む
こ

一
人
娘
と
し
て
育
ち
ま
す
。
１９
歳
で
婿
養
子
を
迎

え
、
３
人
の
子
供
に
恵
ま
れ
、
何
不
自
由
な
く
暮
ら

し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
暮
ら
し
は
３０
歳
の
と
き
、

両
親
、
つ
い
で
頼
り
の
綱
の
夫
を
亡
く
し
て
一
変
し

ま
す
。

さ
ら
に
２
年
後
、
そ
の
両
目
が
一
夜
の
間
に
つ
ぶ

れ
て
見
え
な
く
な
り
ま
す
。
医
薬
の
限
り
を
つ
く
し

て
回
復
を
願
い
ま
し
た
が
効
果
は
な
く
、
小
さ
な
子

供
を
抱
え
て
絶
望
の
底
に
あ
っ
た
と
き
、
人
づ
て
の

話
を
と
お
し
て
教
祖
の
教
え
に
導
か
れ
ま
す
。

代
理
の
人
が
、
お
ぢ
ば
で
書
き
記
し
て
も
ら
っ
た

書
き
物
に
は
、
身
の
内
は
神
の
「
か
し
も
の
・
か
り

も
の
」
「
い
ん
ね
ん
の
理
」
「
八
つ
の
ほ
こ
り
」
な

ど
の
教
理
が
詳
し
く
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
三
日
三
夜
の
お
願
い
を
す
る
と
き
は
、
ま
ず
こ

お
し
え

の
「
教
の
理
」
を
心
に
治
め
て
か
ら
す
る
よ
う
に
、

と
書
き
添
え
が
あ
り
ま
し
た
。

り
ん
は
、
そ
の
教
の
理
を
「
な
る
ほ
ど
」
と
心
に

聞
き
分
け
ら
れ
ま
す
。

「
こ
う
し
て
、
教
の
理
を
聞
か
せ
て
頂
い
た
上
か
ら

は
、
自
分
の
身
上
は
ど
う
な
っ
て
も
結
構
で
ご
ざ
い

ま
す
」

つ
え

「
二
本
の
杖
に
す
が
っ
て
で
も
、
た�

す�

け�

一�

条�

の
た

め
通
ら
せ
て
頂
き
ま
す
」

と
、
精
神
を
定
め
、
三
日
三
夜
の
お
願
い
に
掛
か
り

ま
し
た
。

三
日
の
お
願
い
が
明
け
る
夜
明
け
と
と
も
に
、
そ

の
目
は
全
快
す
る
の
で
す
。
「
真
っ
暗
闇
の
世
界
」

う
れ

か
ら
一
転
し
て
、
「
有
り
が
た
い
、
心
が
嬉
し
う
な

っ
て
晴
れ
ば
れ
す
る
」
世
界
へ
出
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

そ
の
喜
び
を
も
っ
て
、
９７
歳
の
お
出
直
し
ま
で
の

わ

６５
年
間
、
我
が
身
我
が
家
を
忘
れ
、
神
一
条
に
徹
し

き
っ
て
お
通
り
に
な
り
ま
し
た
。

何
を
す
る
の
も
神
様
の

神
様
の
「
お
さ
し
づ
」
に
、

か
ま

「
我
が
身
捨
て
ゝ
も
構
わ
ん
。
身
を
捨
て
ゝ
も
と
い

う
精
神
持
っ
て
働
く
な
ら
、
神
が
働
く
」（
明
治
３２
年

１１
月
３
日
）

と
、
我
が
身
を
捨
て
て
も
か
ま
わ
な
い
と
い
う
精
神

に
乗
っ
て
、
神
様
は
お
働
き
く
だ
さ
る
と
諭
さ
れ
て

い
ま
す
。
神
様
は
定
め
た
心
に
お
働
き
く
だ
さ
っ
た

と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
れ
か
ら
は
、
家
業
を
人
に
ま
か
せ
て
、
た
す
け

一
条
の
歩
み
が
始
ま
り
ま
す
。

お
ぢ
ば
帰
り
を
重
ね
な
が
ら
無
我
夢
中
で
河
内
布

教
に
徹
し
た
数
年
の
の
ち
、
ご
婦
人
が
た
と
交
代
で

お
や
し
き
の
御
用
を
つ
と
め
ま
す
。
そ
し
て
明
治
１２

も
り

年
か
ら
は
、
教
祖
の
お
守
役
を
お
つ
と
め
に
な
る
の

で
す
。

た

お
や
し
き
で
の
勤
め
は
、
炊
事
ま
わ
り
や
風
呂
焚

き
な
ど
の
下
働
き
で
し
た
が
、
お
や
し
き
へ
足
が
向

か
う
と
「
心
が
晴
れ
ば
れ
し
た
」
と
語
っ
て
い
ま

す
。

か
ん

せ
ん
す
い

あ
る
寒
の
日
に
、
泉
水
の
掃
除
を
み
ず
か
ら
買
っ

て
出
ま
す
。
教
祖
の
お
孫
さ
ん
に
あ
た
る
梶
本
ひ
さ

（
の
ち
の
山
澤
ひ
さ
）
と
一
緒
に
、
素
足
に
な
っ
て

冷
た
い
水
の
中
に
入
り
掃
除
を
さ
れ
ま
す
。
二
人
の

足
は
真
っ
赤
に
な
り
ま
し
た
。
美
し
く
な
っ
た
泉
水

を
ご
ら
ん
に
な
っ
た
秀
司
先
生
は
、
た
い
へ
ん
喜
ば

れ
、
「
ま
あ
、
冷
た
い
や
ろ
う
」
と
お
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
。
り
ん
は
、

あ
た
た
こ

「
こ
れ
で
、
一
度
に
温
う
な
り
ま
し
た
」

と
、
そ
の
と
き
の
喜
び
を
記
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
あ
る
日
の
こ
と
。
便
所
の
中
に
た
い
へ
ん

汚
い
こ
と
を
し
て
あ
っ
た
の
を
、頼
ま
れ
な
い
の
に
、

誰
に
も
気
づ
か
れ
な
い
う
ち
に
、
き
れ
い
に
掃
除
を

さ
れ
ま
し
た
。

「
ま
あ
あ
ん
な
、
汚
い
こ
と
、
誰
し
た
や
ら
わ
か
ら

ん
の
に
、
掃
除
、
人
の
し
ら
ん
間
に
し
て
お
く
と
は
、

誠
の
人
や
な
」

「
結
構
の
理
を
聞
き
分
け
、
ま
た
結
構
の
お
た
す
け

を
い
た
だ
い
て
、
そ
の
心
が
ち
が
い
ま
す
」

こ
の
よ
う
な
、
お
や
し
き
の
人
々
の
言
葉
か
ら
、

教
の
理
を
聞
き
分
け
て
心
に
治
め
て
通
ら
れ
た
信
心

を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
き

そ
の
う
え
、
川
で
大
釜
を
洗
っ
た
り
、
薪
で
か
ま

ど
や
風
呂
を
焚
く
と
き
で
あ
っ
て
も
、
年
中
き
ち
ん

と
帯
を
し
め
て
つ
と
め
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

何
を
す
る
の
も
神
様
の
御
用
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
る
と
い
う
、
気
持
ち
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
っ
た
と

お
も
う
の
で
す
。

（
つ
づ
く
）

明
治
１６
年
、
り
ん
４１
歳
の
と
き
撮
ら
れ
た
も
の
。べっ

教
祖
の
お
守
役
と
し
て
日
々
お
そ
ば
に
仕
え
、
別

ぴ

べ
つ
な
べ

火
別
鍋
の
お
食
事
を
は
じ
め
、
身
の
回
り
の
一
切

の
お
世
話
を
さ
れ
た

（
大
縣
大
教
会
所
蔵
）

はり

「針の芯」のお許しを頂いたりんが記した、
あか き ぬ

教祖のお召し物の寸法書。赤衣の縫い初め

に、りんの一針が入らなければ、誰も縫うこ

とを許されなかったと伝えられる

（大縣大教会所蔵）

い
は
し
・
ゆ
き
え
。
平
成
２
年
、
天
理
教
校
本
科
卒
業
。

同
年
か
ら
天
理
教
校
本
科
研
究
室
に
勤
務
。
天
理
大
学
非

常
勤
講
師
。

明治７年の入信以来、お屋敷につとめた日々

のことをこまごまと書き留めた。教祖と中山

家のご家族、お屋敷へ出入りした人々の様子

がしのばれる （大縣大教会所蔵）

受 講 者 募 集 ホームページ

立教１８４年４月２９日�酒害相談 受付変更のお知らせ

「天理教酒害相談室」（布教部社会福祉課

内）では、４月１日から、酒害相談の受付

を変更いたしました。

図書修理 全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉ひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー写真プレゼント応募方法（１面記事参照）

４月２７日� 教内の行事案内やニュースをネ

ット上で一元化。「お知らせ」「親

里ニュース」「各地ニュース」の三

つのカテゴリーから、最新の情報

をご覧いただけます。速報性、検

索性が高く、気になる記事が見つ

かります。

期 日写真をご希望の方は、ハガキまたはＥメールで「４月４

日号『逸話の季』写真希望」と明記のうえ、住所・氏名

・年齢・電話番号を書き添えて下記まで。抽選で１０人に

六ツ切大の額装写真をお送りします。時報への感想やご

意見、身近な話題も併せてお聞かせください。今号の締

め切りは４月１５日（消印有効）。なお、当選者の発表は、
賞品の発送をもって代えさせていただきます。

おやさとやかた東左第４棟４階会 場 各地の会場一覧は、昨年に引き続き、インターネット上の「教区・支部情報ねっと」

の各教区・支部のページに掲載します。

なお、お住まいの地域に会場が設定されていない教友は、それぞれで教会や布教所、

自宅において、感染防止の対策や配慮をしたうえで、ひのきしんを行いましょう。

布教部

�電話受付 ０７４３‐６２‐８２３０
受付時間 平日９：３０～１２：００ ２０名（ようぼく）定 員

４月１５日�
※詳細はホームページをご覧ください

締 切せ ち

※ただし、年末年始（１２/２８～１/４）、お節会期
間、こどもおぢばがえり期間、本部祭典日および
その前後日は、受付を休止いたします。

申し込み・問い合わせ
ひのきしんスクール事務局（布教部社会福祉課内）

〒６３２‐８５０１天理市三島町1‐1

�０７４３‐６３‐２３１４ �０７４３‐６３‐７２６６
Ｅメール＝h-sc@tenrikyo.or.jp

ホームページ＝https : //fukyo.tenrikyo.or.jp/h-sc/

※電話での申し込みはできません

�メールフォーム
受付時間 ２４時間

【あて先】 〒６３２-８６８６ 天理郵便局私書箱３０号
天理時報「逸話の季」係
Ｅメール＝jihou@tenrikyo.or.jp

ＱＲコードまたは布教部ホームページへ
https : //fukyo.tenrikyo.or.jp/top/

天理教ホームページ
「お道のニュース」

※掲載内容は、当日までに一部変更・追加される場合があります。その場合は「布教部ホームページ」に掲載します

※問い合わせは各教区、または「ひのきしんデー事務局」（�０７４３‐６３‐２２４５）まで
教区・支部情報ねっと

心
が
う
れ
し
く
な
っ
て

晴
れ
ば
れ
す
る
世
界
へ

増
井
り
ん（
上
）

文
・
伊
橋
幸
江
天
理
教
校
本
科
研
究
課
程
講
師

最新情報は天理教ＨＰ
「お道のニュース」から

（４）週刊（日曜日発行） 第３種郵便物認可第３種郵便物認可立教１８４年（令和３年／２０２１年） ４月４日 第４７０１号（５）

https://tenrikyo-regional.net/
http://www.tenrikyo.or.jp/yoboku/omichi-news/
https://fukyo.tenrikyo.or.jp/h-sc/
https://wwws.tenrikyo.or.jp/fukyo/top/?page_id=282


人
と

関
わ
る

　

知
恵

講演ダイジェスト

天理大おやさと研究所特別講座
「教学と現代」から 人

類
み
な
兄
弟
姉
妹

の
教
え
を
心
にの

り
あ
き

天
理
大
学
お
や
さ
と
研
究
所
（
永
尾
教
昭
所
長
）
は
３
月
２８
日
、
特

別
講
座
「
教
学
と
現
代
」
を
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
し
た
。
今
回
の
テ
ー
マ

は「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
時
代
の
天
理
教
の
教
え
と
実
践
」。
永
尾
所

長
の
基
調
講
演
の
ほ
か
、
佐
藤
孝
則
研
究
員
が
生
物
科
学
的
な
視
座
か

よ
し
つ
ぐ

ら
、
澤
井
義
次
研
究
員
が
天
理
教
学
の
立
場
か
ら
発
題
し
た
。
こ
こ
で

は
、「
一
れ
つ
き
ょ
う
だ
い
の
教
え

天
理
大
学
の
事
例
を
も
と
に
」

と
題
す
る
永
尾
所
長
の
基
調
講
演
を
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
で
紹
介
す
る
。
な

お
、
文
末
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
講
座
全
体
を
視
聴
で
き
る
。

昨
年
夏
、
天
理
大
ラ
グ
ビ
ー
部
で
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
集
団
感
染
が
発

生
し
た
。
検
査
、
公
表
を
進
め
る
中
で

一
般
メ
デ
ィ
ア
の
ニ
ュ
ー
ス
に
も
取
り

上
げ
ら
れ
、
一
度
目
の
記
者
会
見
を
行

っ
た
。

そ
の
後
、
天
理
大
生
が
ア
ル
バ
イ
ト

を
断
ら
れ
た
り
、
教
育
実
習
の
受
け
入

れ
を
拒
否
さ
れ
た
り
す
る
な
ど
の
「
差

別
」
が
発
生
し
た
こ
と
も
あ
り
、
「
学

生
を
守
ろ
う
」
と
、
あ
ら
た
め
て
記
者

会
見
を
開
い
た
。

そ
の
後
も
ク
レ
ー
ム
は
続
い
た
が
、

市
民
や
卒
業
生
か
ら
の
激
励
の
電
話
が

増
え
、
教
育
実
習
生
が
全
員
受
け
入
れ

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
な
ど
�
潮
目
�
が

変
わ
っ
て
い
っ
た
。

そ
し
て
、
集
団
感
染
は
収
束
。
部
員

た
ち
に
は
、
「
不
祥
事
で
は
な
い
の
で

卑
屈
に
な
る
な
。
し
か
し
、
心
配
を
か

け
た
こ
と
は
事
実
だ
か
ら
、
謙
虚
に
は

な
ろ
う
」
と
言
葉
を
か
け
た
。

こ
の
た
び
の
問
題
の
背
景
に
は
、
コ

ロ
ナ
と
い
う
未
知

な
る
も
の
へ
の
恐

怖
や
心
配
が
あ
っ

た
の
だ
と
思
う
。

心
配
す
る
の
は
当

然
だ
が
、
そ
の
気

持
ち
が
大
き
く
な

る
と
、
当
事
者
へ

の
差
別
に
つ
な
が

っ
て
い
く
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
の
一
方
で
、

「
私
が
受
け
入
れ

先
の
人
な
ら
ば
」

と
考
え
た
と
き
、

店
の
客
や
自
分
の

家
族
、
学
校
で
あ

れ
ば
、
生
徒
や
そ

の
保
護
者
の
こ
と

を
第
一
に
考
え
る
だ
ろ
う
し
、
そ
う
す

べ
き
だ
と
思
う
。
�
万
が
一
�
の
恐
怖

が
あ
る
か
ら
だ
。

だ
か
ら
私
は
、
相
手
先
を
一
方
的
に

断
罪
す
る
の
で
は
な
く
、
事
実
を
丁
寧

に
説
明
し
、
一
緒
に
な
っ
て
こ
の
問
題

を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
、
記
者
会

見
を
開
い
た
。

�
仕
方
が
な
い
�を
改
め
る

人
は
、
差
別
や
偏
見
は
悪
い
こ
と
だ

と
理
解
は
し
て
い
る
が
、
実
際
に
は
な

か
な
か
無
く
な
ら
な
い
。

私
は
、
「
教
育
の
力
」
と
「
信
仰
の

力
」
の
二
つ
が
、
そ
れ
を
解
決
す
る
道

筋
へ
と
導
く
大
事
な
も
の
だ
と
感
じ
て

い
る
。

「
信
仰
の
力
」
と
は
、
人
間
の
知
恵
・

力
を
超
え
た
も
の
、
私
た
ち
で
い
う

「
親
神
様
」
と
い
っ
た
存
在
に
対
し
て

い

け
い

畏
敬
の
念
を
持
つ
こ
と
だ
。

差
別
や
偏
見
は
い
け
な
い
こ
と
だ
と

心
の
中
で
分
か
っ
て
は
い
て
も
、
「
仕

方
が
な
い
」
と
心
を
整
理
し
て
し
ま
っ

て
い
る
人
は
多
い
。
し
か
し
、
親
神
様

と
い
う
人
知
を
超
え
た
も
の
の
存
在
を

意
識
す
る
こ
と
で
、
「
仕
方
が
な
い
」

と
整
理
さ
れ
た
心
を
再
度
開
き
、
そ
の

心
を
無
く
そ
う
と
努
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
。
そ
れ
が
差
別
を
無
く
し
て
い
く

大
き
な
一
歩
に
な
る
だ
ろ
う
。

�
偉
大
な
存
在
�
を
信
じ
る
こ
と
な

く
、
人
間
至
上
主
義
を
振
り
か
ざ
す
限

り
、
差
別
は
無
く
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

一
方
で
、
お
道
に
は
、
人
類
は
み
な

き

ょ

う

だ

い

兄
弟
姉
妹
で
あ
る
と
い
う
教
え
が
あ

る
。
私
た
ち
が
お
互
い
を
本
当
に
�
兄

弟
姉
妹
�
だ
と
思
え
た
と
き
、
そ
れ
ぞ

れ
に
違
い
は
あ
っ
て
も
、
拒
絶
で
は
な

く
違
い
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る

世
界
に
な
っ
て
い
く
は
ず
で
あ
る
。

永
尾
教
昭
・
お
や
さ
と
研
究
所
長

今
年
度
の
「
教
学
と
現
代
」
は
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
た

（
３
月
２８
日
）

動画は
こちらから
（約１時間２５分）

今
回
で
こ
の
エ
ッ
セ
ー
は
５
年

目
に
入
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
�
人

と
関
わ
る
知
恵
�
に
つ
い
て
お
伝

え
し
て
き
ま
し
た
が
、
自
ら
が
実

践
で
き
て
い
な
い
こ
と
も
多
く
、

反
省
し
て
い
ま
す
。

と
り
わ
け
家
族
に
対
し
て
は
、

「
き
っ
と
こ
う
し
て
く
れ
る
だ
ろ

う
」
と
勝
手
に
期
待
し
た
り
、

「
み
な
ま
で
言
わ
な
く
て
も
分
か

っ
て
ほ
し
い
」
と
甘
え
が
出
た
り

し
て
、
相
手
を
思
い
や
る
気
持
ち

お
こ
た

を
怠
り
が
ち
で
す
。
時
に
は
「
ど

う
し
て
分
か
っ
て
く
れ
な
い

の
�
」
と
イ
ラ
イ
ラ
し
た
り
、

「
何
を
考
え
て
い
る
の
か
分
か
ら

な
い
」
と
悩
ん
だ
り
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
イ
ラ
イ
ラ
し
た

り
、
悩
ん
だ
り
す
る
の
は
、
「
家

族
な
の
だ
か
ら
分
か
る
は
ず
」
と

い
う
前
提
に
立

っ
て
い
る
か
ら

で
し
ょ
う
。
ま

ず
は
、
そ
の
前

提
を
変
え
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

家
族
で
あ
っ

て
も
、
一
緒
に

い
る
だ
け
で
何

も
か
も
分
か
り

合
え
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
お
ふ
で
さ
き
」
に
「
を
や
こ
で

も
ふ
う
�
�
の
な
か
も
き
よ
た
い

も

み
な
め
へ
�
�
に
心
ち
が
う

で
」（
五
号
８
）
と
あ
り
ま
す
。
こ

の
こ
と
が
心
に
治
ま
り
、
「
家
族

で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
心
で

思
っ
て
い
る
こ
と
は
違
う
の
だ
か

ら
、
互
い
に
な
か
な
か
分
か
り
合

え
な
い
の
は
当
然
だ
」
と
い
う
前

提
に
立
つ
と
、
む
し
ろ
心
に
余
裕

が
生
ま
れ
て
、
相
手
の
気
持
ち
を

分
か
っ
た
つ
も
り
に
な
っ
て
決
め

つ
け
た
り
、
こ
ち
ら
の
気
持
ち
を

分
か
っ
て
ほ
し
い
と
求
め
た
り
す

る
前
に
、
相
手
の
こ
と
を
思
い
や

り
、
そ
の
声
に
耳
を
傾
け
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
家
族
だ
か
ら
と
い
っ
て

常
に
一
緒
に
い
れ
ば
よ
い
と
い
う

わ
け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
一
緒
に

い
る
時
間
が
長
け
れ
ば
長
い
ほ

ど
、
そ
れ
だ
け
関
わ
る
機
会
も
多

く
な
り
ま
す
。
そ
ん
な
中
で
、

「
も
っ
と
こ
う
し
て
ほ
し
い
�
」

ふ
く

と
相
手
に
求
め
る
気
持
ち
が
膨
ら

ん
で
き
て
、
か
え
っ
て
傷
つ
け
合

う
よ
う
な
や
り
と
り
が
増
え
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
大
切
に

思
う
相
手
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
時

に
は
適
度
に
距
離
を
取
る
こ
と
も

必
要
で
す
。

家
族
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

が
あ
り
ま
す
。
互
い
の
持
ち
場
・

立
場
を
尊
重
し
、
相
手
の
領
分
に

関
し
て
は
信
頼
し
て
任
せ
る
と
い

う
姿
勢
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
れ

を
自
覚
し
て
自
ら
の
務
め
を
果
た

す
こ
と
が
、
家
族
と
し
て
の
�
一

手
一
つ
�
の
姿
で
あ
り
、
家
族
円

ひ

け
つ

満
の
秘
訣
と
い
え
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

金山元春
天理大学教授

本部直属淀分教会淀高知布教所長

家族円満の秘訣絵�うえ かな
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訃 

報

２度目の世界王座防衛に成功

した冴美さん（中央）と夫の

健さん（右）と花形会長

（３月１８日、東京・後楽園ホ

ールで）

奥
さ
ん
は

�
世
界
王
者
�

「
自
分
の
力
を
出
し
き
れ
た
。
ボ
ク
シ
ン
グ
の
世

界
に
未
練
は
な
い
」
。
引
退
試
合
と
な
る
タ
イ
ト

ル
マ
ッ
チ
を
終
え
た
冴
美
さ
ん
の
表
情
は
、
晴
れ

や
か
だ
っ
た
。

運
動
神
経
が
良
く
、
学

生
時
代
に
サ
ッ
カ
ー
や
ハ

ン
ド
ボ
ー
ル
な
ど
団
体
競

技
に
打
ち
込
む
一
方
で
、

人
間
関
係
の
難
し
さ
を
味

わ
っ
た
。
そ
こ
で
「
一
人

で
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
を
」

と
考
え
る
中
で
、
ボ
ク
シ

ン
グ
と
出
合
っ
た
。

２１
歳
の
と
き
、
自
宅
近

く
の
花
形
ジ
ム
（
花
形
進

会
長
）
に
入
門
。
大
け
が

や
４
度
の
世
界
戦
敗
北
を

経
験
し
な
が
ら
も
、
プ
ロ

１０
年
目
の
２
０
１
８
年
、

Ｉ
Ｂ
Ｆ
女
子
世
界
ア
ト
ム

級
王
座
を
獲
得
し
た
。

「�
頑
張
り
き
る
こ
と
が
で

き
な
い
自
分
�
を
変
え
た

か
っ
た
。
絶
対
に
逃
げ
な

い
、
と
覚
悟
を
決
め
て
取
り
組
ん
だ
結
果
、
夢
を

か
な叶
え
る
こ
と
が
で
き
た
」

「
自
分
を
大
切
に
」
恩
返
し
の
人
生
を

冴
美
さ
ん
が
お
道
の
教
え
を
知
っ
た
の
は
、
世

界
の
頂
点
に
立
っ
た
翌
年
の
５
月
。
知
人
の
勧
め

で
日
本
ボ
ク
シ
ン
グ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
（
Ｊ
Ｂ
Ｃ
）

審
判
員
の
健
さ
ん
と
出
会
い
、
交
際
を
始
め
た
こ

と
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。

６
カ
月
間
の
交
際
を
経
て
１９
年
１１
月
に
結
婚
。

な

じ

教
会
生
活
に
早
く
馴
染
め
る
よ
う
に
と
、
移
動
中

な
ど
の
空
き
時
間
を
利
用
し
て「
み
か
ぐ
ら
う
た
」

を
覚
え
る
と
と
も
に
、
月
次
祭
の
日
に
は
、
コ
ロ

な
お
ら
い

ナ
禍
で
直
会
が
で
き
な
い
代
わ
り
に
、
信
者
さ
ん

が
持
ち
帰
る
弁
当
を
自
ら
手
作
り
し
た
。

健
さ
ん
は
「
妻
の
人
柄
が
影
響
し
た
の
か
、
教

会
の
雰
囲
気
も
明
る
く
な
っ
た
」
と
い
う
。

一
方
の
冴
美
さ
ん
も
「
教
え
を
実
践
す
る
夫
の

姿
を
見
る
こ
と
が
、
自
分
自
身
を
振
り
返
る
き
っ

か
け
に
な
っ
て
い
る
。
私
も
夫
の
よ
う
な
通
り
方

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
」
と
語
る
。

３
月
１８
日
に
臨
ん
だ
Ｉ
Ｂ
Ｆ
女
子
世
界
ア
ト
ム

級
タ
イ
ト
ル
マ
ッ
チ
は
、
１０
ラ
ウ
ン
ド
を
戦
い
抜

い
た
末
の
「
引
き
分
け
」
。
世
界
王
者
の
ま
ま
有

終
の
美
を
飾
り
、
ボ
ク
シ
ン
グ
生
活
を
終
え
た
。

一
番
近
く
で
応
援
し
て
き
た
健
さ
ん
は
「
審
判

か
ら
だ

員
を
務
め
る
私
で
も
、
極
限
ま
で
自
分
の
身
体
と

向
き
合
っ
て
タ
イ
ト
ル
マ
ッ
チ
に
臨
む
妻
の
姿
を

通
じ
て
、
ボ
ク
シ
ン
グ
は
、
お
借
り
し
て
い
る
身

体
を
存
分
に
生
か
す
競
技
な
ん
だ
と
教
え
ら
れ
た

気
が
す
る
。
妻
は
ま
だ
信
仰
者
と
し
て
の
一
歩
を

踏
み
出
し
た
ば
か
り
。
少
し
ず
つ
で
も
、
共
に
教

え
を
実
践
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
」
と
話
す
。

５
月
か
ら
修
養
科
を
志
願
予
定
の
冴
美
さ
ん
。

「
ボ
ク
シ
ン
グ
は
、
自
分
を
追
い
込
む
こ
と
を
求

め
ら
れ
る
競
技
だ
が
、
そ
の
一
方
で
、
自
分
を
大

切
に
で
き
な
い
と
、
け
が
を
し
て
し
ま
い
、
決
し

て
強
く
な
れ
な
い
。
自
分
の
身
体
を
大
切
に
使
わ

せ
て
い
た
だ
く
と
い
う
部
分
で
は
、
お
道
の
教
え

に
も
通
じ
る
も
の
が
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。
こ
れ

か
ら
は
夫
を
支
え
な
が
ら
、
お
世
話
に
な
っ
た
方

へ
恩
返
し
が
で
き
る
よ
う
な
人
生
を
歩
ん
で
い
き

た
い
」
と
、
第
二
の
人
生
へ
の
抱
負
を
語
っ
た
。

教
会
長
の
奥
さ
ん
は
ボ
ク
シ
ン
グ
の
世
界
王
者

。
国
際
ボ
ク
シ
ン
グ
連
盟
（
Ｉ
Ｂ
Ｆ
）

さ
え

み

女
子
世
界
ア
ト
ム
級
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
花
形
冴
美
選
手（
本
名
�
岡
庭
冴
美
さ
ん
・
３６
歳
）は
、

た
け
る

先
ご
ろ
タ
イ
ト
ル
マ
ッ
チ
に
臨
み
、
２
度
目
の
王
座
防
衛
に
成
功
。
夫
・
健
さ
ん
（
４１
歳
・
北

�
分
教
会
長
）
と
の
結
婚
を
機
に
、
教
会
生
活
に
入
っ
た
冴
美
さ
ん
は
、
こ
の
試
合
を
も
っ
て

現
役
を
引
退
し
た
。
世
界
の
頂
点
に
立
っ
た
冴
美
さ
ん
が
描
く
次
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
は

。

ボ
ク
シ
ン
グ
王
座
を
防
衛
し
引
退

修
養
科
へ

埼玉の
岡庭冴美さん

み

ち

お

細
木
美
地
生
さ
ん
（
８９
歳
・
敷
島

大
・
六
踏
分
教
会
長
）
３
月
２
日
出

直
さ
れ
た
。
北
海
道
教
区
。

た

さ
き
よ
し

と

田
�
義
人
さ
ん
（
９５
歳
・
防
府
大

・
菅
麻
分
教
会
前
会
長
）
３
月
５
日

出
直
さ
れ
た
。
山
口
教
区
。

長
瀬
れ
い
子
さ
ん
（
９０
歳
・
南
阿

大
・
備
北
分
教
会
長
夫
人
）
３
月
５

日
出
直
さ
れ
た
。
広
島
教
区
。

加
藤
和
子
さ
ん
（
９４
歳
・
本
愛
大

・
本
�
見
分
教
会
前
会
長
夫
人
）
３

月
８
日
出
直
さ
れ
た
。
大
教
会
婦
人

を
務
め
た
。
愛
知
教
区
。

鈴
木
道
夫
さ
ん
（
９４
歳
・
東
愛
大

・
愛
盛
分
教
会
長
）
３
月
９
日
出
直

さ
れ
た
。
岡
崎
支
部
役
員
な
ど
を
務

め
た
。
愛
知
教
区
。

高
場
正
幸
さ
ん
（
７１
歳
・
岡
大
・

東
志
免
分
教
会
前
会
長
）
３
月
９
日

出
直
さ
れ
た
。
旧
粕
屋
支
部
長
を
務

め
た
。
福
岡
教
区
。

中
嶋
フ
サ
さ
ん
（
９０
歳
・
�
安
大

・
道
治
分
教
会
長
）
３
月
１１
日
出
直

さ
れ
た
。
東
京
教
区
。

山
口

忠
さ
ん
（
８５
歳
・
東
本
大

・
本
北
園
分
教
会
長
夫
君
）
３
月
１１

日
出
直
さ
れ
た
。
千
葉
教
区
。

渡
邊
桂
太
郎
さ
ん
（
７０
歳
・
那
美

岐
大
・
桂
城
分
教
会
長
）
３
月
１４
日

出
直
さ
れ
た
。
大
教
会
責
任
役
員
、

教
区
長
を
務
め
た
。
秋
田
教
区
。

た
め
き
ち

加
藤
爲
吉
さ
ん
（
９３
歳
・
北
洋
大

・
大
代
分
教
会
長
）
３
月
１５
日
出
直

さ
れ
た
。
岩
船
支
部
長
、
保
護
司
を

務
め
た
。
旭
日
単
光
章
を
受
章
。
新

潟
教
区
。

これから共に道を歩む冴美さん

と健さん（３月２１日、埼玉県三

郷市の北�分教会で）

Webストアお近くの書店か道友社へ
直接お申し込みください。

�０７４３（６３）４７１３
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２年ぶりとなる今年のセンバ
ツ大会は、観客数を１万人に制
限するなどの感染対策を講じた
うえで開催。アルプス席でのブ
ラスバンド演奏も行われず、事
前に収録した音源を流し、声援
も控えるよう促されている。
天理高は、２０日に行われた初
戦で宮崎商業高校と対戦。序盤
から得点を重ねて７‐１と快勝
した。
試合後、中村良二監督（５２歳）

たけ

は、昨年１０月に出直した橋本武
のり おもむ

徳前監督の墓前に赴き、センバ
ツ大会での勝利を報告した。
２５日に行われた２回戦では、
昨秋の関東大会覇者で強力打線

よう

を擁する高崎健康福祉大学高崎
高校（群馬）と対戦した。
天理高は初回からヒットを重

ねて得点を挙げる一方、エース
たつこう た

の達孝太投手（２年）が緩急を
つけたピッチングで相手打線を
抑えていく。
２点リードで迎えた七回、２

せ ち

アウト一、二塁で、四番の�千
ひろ

皓選手（同）がセンターへ２点
タイムリーツーベースヒットを
放ち、４‐０。達投手は２安打
８奪三振で完封。投打の柱の活
躍が光った。

打線つながり大量得点

２９日に行われた準々決勝は、
２回戦を１３‐５の大差で勝ち上
がった強豪・仙台育英高校（宮
城）と対戦。ベスト４進出が懸
かる試合開始前、アルプス席の
保護者や学校関係者らに向かっ
て、選手たちが「よろしくお願
いします」とあいさつすると、
温かい拍手が送られた。
後攻の天理高は初回に２点を
先取するも、三回表にホームラ
ンなどで２点を返される。
同点で迎えた四回裏。２アウ
ト満塁のチャンスを迎えると、
アルプス席上段のスピーカーか
ら、天理高吹奏楽部が事前に演

奏・収録した伝統のチャンステ
ーマ曲『ワッショイ』が流れる。

まどころそう た

打席に立つのは政所蒼太選手
（同）。直球をレフト前へ運ん
で２点を勝ち越すと、続く内山
はる と

陽斗主将（同）も２点タイムリ
ーツーベースヒットを放つな
ど、天理打線が火を吹いた（写
真）。
その後、八回に１点を返され
たが、九回は堅守で相手の反撃
を抑え、１０‐３でゲームセット。
２４年ぶりとなるセンバツ大会ベ
スト４進出を決めた。

この日、２点タイム
リーヒットなど３安打
の活躍を見せた�選手
は「いつも達に助けて
もらっているので、今
度は野手が達を助けよ
うという思いで、全員
がしっかりと打線をつ
なぐ意識で打てた」と
話した。

◇
天理高は３１日、準決
勝で東海大学付属相模
高校（神奈川）と対戦。
０‐２で惜しくも敗れ
た。
なお、センバツ大会
に向けて練習に励む天
理ナインの動画を、下

記ＱＲコードから見ることがで
きる。

選抜大会ベスト８
天理高ラグビー部

天理高校ラグビー部は、３月
２５日に開幕した「全国高校選抜
ラグビー大会」に出場。準々決
勝で優勝候補の桐蔭学園高校
（神奈川）と対戦し、１２‐２４で
敗れてベスト８となった。

春のセンバツ２４年ぶりベスト４Tenri Sports
［天理スポーツ］

天理高校野球部は、３月１９日に開幕した「選抜高校

野球大会」に出場。投打の中心選手が活躍して強豪校

を撃破し、２４年ぶりにベスト４入りを果たした。ここ

では、準々決勝までの勝ち上がりを中心に報じる。

（３月３１日記）

天理高校野球部

真
っ
白
い
砂
が
き
ら
き
ら
輝
い
て
い
る
。
フ

ウ
ち
ゃ
ん
は
ホ
テ
ル
で
の
仕
事
の
行
き
帰
り
に

こ
こ
を
見
つ
け
た
ら
し
い
。

「
こ
ん
な
砂
浜
は
ア
フ
リ
カ
で
も
ア
メ
リ
カ
で

も
見
た
こ
と
が
な
い
よ
」

浜
辺
に
来
る
と
い
つ
も
や
る
遊
び
を
は
じ
め

た
。
カ
ン
が
黄
色
の
テ
ニ
ス
ボ
ー
ル
を
海
に
向

か
っ
て
投
げ
る
。
わ
た
し
は
弾
丸
の
よ
う
に
飛

び
出
し
、
水
の
な
か
を
猛
然
と
駆
け
て
ボ
ー
ル

を
取
っ
て
く
る
。
体
力
維
持
の
た
め
の
軽
い
運

動
と
い
っ
た
と
こ
ろ
だ
。

ツ
ツ
は
自
分
も
や
り
た
い
と
言
っ
た
。
腹
立

た
し
い
こ
と
に
、
彼
女
の
投
げ
た
ボ

ー
ル
は
カ
ン
よ
り
も
遠
く
ま
で
飛
ん

で
い
っ
た
。
暑
さ
で
頭
が
が
ん
が
ん

ぬ

す
る
。
全
身
の
毛
が
水
で
濡
れ
て
い

る
の
か
汗
で
濡
れ
て
い
る
の
か
わ
か

ら
な
く
な
っ
た
。

フ
ウ
ち
ゃ
ん
が
「
お
昼
だ
よ
」
と

言
っ
て
く
れ
な
け
れ
ば
、
波
打
ち
際

で
息
絶
え
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。

サ
ユ
リ
さ
ん
が
手
製
の
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
を
持
た

せ
て
く
れ
て
い
た
。
パ
ン
は
ハ
ハ
が
焼
い
た
も

の
だ
。
魔
法
瓶
に
は
熱
い
コ
ー
ヒ
ー
が
入
っ
て

い
る
。

カ
ン
が
ハ
ム
と
チ
ー
ズ
を
挟
ん
だ
サ
ン
ド
イ

ッ
チ
を
少
し
分
け
て
く
れ
た
。
ツ
ツ
も
同
じ
よ

う
に
し
た
。
今
日
一
日
、
カ
ン
の
や
る
と
お
り

に
自
分
も
や
っ
て
み
る
つ
も
り
ら
し
い
。

「
わ
た
し
も
ピ
ノ
み
た
い
に
真
っ
黒
い
髪
だ
っ

た
ら
よ
か
っ
た
な
」
。
ツ
ツ
が
誰
に
と
も
な
く

言
っ
た
。
「
別
に
い
ま
の
髪
が
い
や
っ
て
わ
け

じ
ゃ
な
い
の
よ
。
で
も
、
や
っ
ぱ
り
黒
の
ほ
う

が
い
い
な
。
と
く
に
こ
の
国
で
は
ね
。
目
立
っ

ち
ゃ
う
か
ら
、
明
る
い
茶
色
は
」

せ
ん
ぼ
う

羨
望
の
ま
な
ざ
し
を
受
け
止
め
か
ね
て
、
わ

た
し
は
立
ち
上
が
っ
た
。
波
は
静
か
で
水
は
宝

す

石
の
よ
う
に
透
き
通
っ
て
い
る
。
浅
瀬
で
カ
ニ

が
海
藻
を
つ
い
ば
ん
で
い
る
。
砂
の
表
面
に
は

波
の
跡
が
残
っ
て
い
て
、
小
さ
な
ヤ
ド
カ
リ
が

歩
い
て
は
立
ち
止
ま
り
、
ま
た
歩
き
だ
す
と
い

っ
た
こ
と
を
繰
り
返
し
て
い
る
。

天
国
の
よ
う
に
平
和
だ
っ
た
。
海
も
空
も
美

し
く
、
砂
浜
に
群
生
し
た
植
物
た
ち
は
み
ん
な

静
か
で
、
ヤ
シ
の
木
は
明
る
い
日
差
し
の
な
か

で
ま
ど
ろ
ん
で
い
る
。
あ
ま
り
に
も
申
し
分
の

な
い
一
日
は
、
か
え
っ
て
現
実
味
の
な
い
も
の

に
感
じ
ら
れ
る
。
こ
の
平
穏
な
一
日

が
、
ず
っ
と
終
わ
ら
な
け
れ
ば
い
い

と
思
っ
た
。

フ
ウ
ち
ゃ
ん
が
修
理
し
た
ば
か
り

た
た

の
太
鼓
を
叩
い
て
い
た
。
ツ
ツ
と
カ

ン
は
水
に
入
っ
て
、
丸
い
す
べ
す
べ

し
た
小
石
や
、
砂
で
磨
か
れ
た
ガ
ラ

ス
瓶
の
か
け
ら
な
ど
を
集
め
て
い

る
。
わ
た
し
は
ヤ
シ
の
木
陰
に
寝
そ

べ
っ
て
太
鼓
の
音
色
に
耳
を
傾
け
た
。
太
鼓
は

女
の
人
が
泣
い
て
い
る
よ
う
な
悲
し
い
音
色
を

た
て
た
。

帰
り
の
車
の
な
か
で
、
フ
ウ
ち
ゃ
ん
は
ア
フ

リ
カ
の
音
楽
の
話
を
し
て
く
れ
た
。
ア
フ
リ
カ

に
暮
ら
す
多
く
の
人
た
ち
の
あ
い
だ
で
は
、
数

世
代
前
ま
で
文
字
で
何
か
を
書
き
記
す
習
慣
が

な
か
っ
た
。
そ
れ
で
土
地
の
伝
説
や
物
語
を
残

す
と
き
に
は
歌
で
伝
え
た
。
だ
か
ら
音
楽
は
と

て
も
大
切
に
さ
れ
た
。

話
を
聞
き
な
が
ら
わ
た
し
は
思
っ
た
。
さ
っ

き
フ
ウ
ち
ゃ
ん
が
叩
い
て
い
た
太
鼓
は
、
き
っ

と
悲
し
い
物
語
を
伝
え
る
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ

う
。

文
芸

連
載
小
説

第
２０
話

ア
フ
リ
カ
の
悲
し
い
物
語

作
／
片
山
恭
一

画
／
リ
ン

「
ふ
た
り
」
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
道
友

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

社
Ｈ
Ｐ
で
公
開
中
。
登
場
人
物
の
相
関
図

や
作
者
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
も
閲
覧
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

（８）立教１８４年（令和３年／２０２１年） ４月４日第３種郵便物認可 週刊（日曜日発行）

https://youtu.be/AwMIERVh-sM
https://doyusha.jp/futari/
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